





    

    




    









    きゃーらげ
    西寺町と大町の二町で「西大町」となります。
【西大町の唄】
	目出た目出たの　我が町の御紋　大の巴で　黄金色
	大の巴は　我が町の御紋　飯田の町でも　ど真ん中
	大の巴の法被を着れば　皆誰もが　美男美女
	此処は華町　女子の舞台　小粋に唄たら　華ざかり


【よく唄われる唄】
	珠洲の御崎に　灯台あれど　恋の闇路は　照らしゃせぬ
	米のなる木にわらじを作り　踏めば小判の跡がつく
	娘島田に蝶々がとまるとまるはずじゃよ花じゃもの


【二日目に唄う唄】
	今宵一夜は　緞子の枕　明日は浮いたか　波枕
	鳥が唄おうと　夜が明けましょうと　このヤマしまわにゃ　寝らられん
	踊るも跳ねるも　今夜がかぎり　明日はめいめい　仕事に励め


【その他・夜間】
	花を見たけりゃ　春日の山よ　夜は飯田の夜の蝶
	山に赤いものつつじに椿　それより赤いは　猿の尻
	珠洲の港に　かかりし船は　かじは白金　ろは黄金
	ちょいとみたときゃ　させそうでさせぬ　さすにさせない　破れ傘
	入れておくれ　かゆくてならぬ　　私一人がかやの外
	若い嫁さんせんたく好きで　夜の夜中に竿いじり
	破れふんどし将棋の駒よ　　　かくとおもたら金が出た
	わたしゃあんたに　火事場の纏　ふられながらも　熱くなる
	好いて好かれた二人の仲は音も立てずに　深くなる


【めでたい時の唄】
	祝えめでたや　此の夜の館　鶴が御紋に巣を掛ける
	紺ののれんに揚羽とかいて　春は鶯　来てとまる


【飯田の唄】
	能登（珠洲）の飯田は　珠洲（能登）での都　月に二七の　市が立つ
	恵比寿大黒　飯田の町の 　西と東の　守り神
	前は立山　後ろは春日　中の飯田に市が立つ
	珠洲の御崎の　御所院桜　枝は越後で　葉は佐渡へ
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